
よど いしだがわ

○淀川水系石田川ダム上流域において、総雨量が１２０mm、最大時間雨量３９ｍｍの降雨があり、最大流入量約６３ｍ３／ｓを記
録。
○今回の台風通過中において、最大約６４万m3の水を貯留し、下流河川の増水緩和、洪水被害の軽減を図った。

きしわき たかしましいまづちょうきしわき

○ダム下流の岸脇地点（高島市今津町岸脇付近）では、約１１０ｃｍの水位を低減させる効果があったものと推測。

岸脇地点の水位
ダム整備前：２．８４m
ダム整備後：１．７１m
→約１１０ｃmの水位低減

淀川水系 石田川ダムの効果（平成２９年９月 台風18号）８６

石田川ダムの防災操作図

岸脇地点における水位低減効果

石田川ダムと
岸脇地点の位置図

実績水位：１．７１ｍ

ダム無の推定水位：２．８４ｍ

↓水位低減効果：約１１０ｃｍ

９月１７日～１８日
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ダム下流において最大
約５６m3/sの流量を低減

ダムへの流入量 最大約63m3/s

ダムからの放流量 約7m3/s

貯留後のダムの状況


